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大
妻
国
文

第
引
号

二
O

一O
年
三
月

成
城
学
園
初
等
学
校
の
文
集

『柏』

に
つ
い
て

l

i
「
大
東
亜
戦
争
」

の

つ
の
記
録

台包

木

哲

表
題
を
「
柏
」
と
し
、
「
紀
元
二
六

O
二
年
」
と
副
題
を
持
っ
た
文
集
が
あ
る
。
背
表
紙
に
も
「
柏
」
と
の
み
あ
る
文
集
で
あ
る
が
、
発
行

所
名
は
、
表
紙
に
も
背
表
紙
に
も
記
載
が
無
い
。

中
表
紙
に
は
、
「
柏
」
の
下
に
、
横
組
み
で
「
紀
一
万
二
六

O
一
一
年
」
と
あ
り
、
そ
の
下
に
柏
の
葉
の
表
と
裏
を
か
た
ど
っ
た
イ
ラ
ス
ト
が
あ

る
が
、
発
行
年
月
日
、
発
行
所
等
を
記
載
し
た
奥
付
は
な
く
、
定
価
の
表
記
も
無
い
。

大
き
さ
は
、
縦
1
8
2
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
横
1
2
7
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
。
全
一
九
一
ペ
ー
ジ
。
印
字
は
、
活
版
で
は
な
く
孔
版
印
刷
。
字
体
か

ら
は
一
人
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
孔
版
印
刷
を
製
本
し
た
非
売
品
の
文
集
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

中
表
紙
の
後
に
は
、
二
ペ
ー
ジ
の
「
ま
へ
が
き
」
が
あ
り
、

そ
の
後
に
、
四
ペ
ー
ジ
分
の
「
日
次
L

が
あ
る
。

文
集
『
柏
』

の
性
格

こ
の
文
集
の
性
格
は
、
「
ま
へ
が
き
」
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
全
文
を
引
用
し
て
み
る
。

成
城
学
園
初
等
学
校
の
文
集
『
柏
』
に
つ
い
て

五
九



六
O

ま
へ
が
き

全

員

A 
仁ヨ

作

一
昨
日
の
雪
が
ま
だ
残
っ
て
ゐ
る
。
北
向
の
屋
根
は
真
白
だ
。
今
日
も
小
雨
が
シ
ト
／
＼
と
降
っ
て
ゐ
る
。

早
く
雪
が
と
け
れ
ば
い
〉
ね
。
雪
が
と
け
た
ら
、
も
う
暖
か
に
な
る
だ
ら
う
。
梅
の
花
が
咲
く
。
春
が
来
る
。

春
休
み
ま
で
後
十
三
日
だ
。
僕
達
は
五
年
生
に
な
る
。

今
年
は
雪
が
た
く
さ
ん
降
っ
た
。

『
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
の
日
』
も
雪
で
真
白
だ
っ
た
。
僕
達
は
雪
を
ふ
ん
で
祝
賀
行
進
を
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
昭
南
島
と
名
を
か

へ
た
。
日
本
の
兵
隊
は
強
い
か
ら
、
次
々
に
い
ろ
／
＼
の
所
を
占
領
し
て
い
く
。

お
正
月
は
兵
隊
さ
ん
の
事
を
考
へ
て
、
ぜ
い
た
く
を
し
な
か
っ
た
。
い
つ
も
の
や
う
に
お
餅
が
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
香
港
が
落
ち
た
。

米
英
に
宣
戦
布
告
し
た
の
は
十
二
月
八
目
だ
っ
た
。
僕
達
は
其
の
日
学
校
で
先
生
か
ら
戦
果
を
聞
い
て
喜
ん
だ
。

ハ
ワ
イ
の
敵
艦
を
多

数
撃
沈
し
た
。
先
生
か
ら
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
時
、
僕
達
は
「
ワ

1
」
と
い
っ
て
飛
び
ま
は
っ
た
。

東
篠
さ
ん
の
力
強
い
勇
ま
し
い
言
葉
が
全
国
に
放
送
さ
れ
た
。
僕
達
は
勇
み
立
っ
た
。

小
学
校
が
国
民
学
校
に
な
っ
た
の
は
僕
達
が
四
年
生
に
な
っ
た
時
だ
っ
た
。
僕
達
の
学
校
も
「
成
城
学
園
初
等
学
校
」
と
改
め
た
。
四

年
は
ほ
ん
と
う
に
思
ひ
出
の
多
い
年
だ
っ
た
。

い
つ
ま
で
も

i
f
i
i
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
文
集
の
中
に
も
非
常
時
の
姿
が
い

っ
ぱ
い
あ
ふ
れ
で
ゐ
る
。

こ
の
文
集
は
大
東
亜
戦
争
の
始
ま
っ
た
頃
の
記
録
と
し
て
い
つ
ま
で
も
／
＼
大
切
に
し
て
置
い
て
ほ
し
い
。

昭
和
十
七
年
二
月
二
十
七
日

リ
四
年
の
終
り
が
近
づ
い
た
綴
方
の
時
間
に
リ

右
の
「
ま
へ
が
き
」
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
文
集
は
、
「
成
城
学
園
初
等
学
校
」
四
年
生
の
「
綴
方
」
作
品
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。



ま
た
、
文
集
の
名
称
『
柏
』
は
、
昭
和
十
六
年
度
第
四
学
年
の
学
級
名
称
に
よ
る
も
の
と
推
測
す
る
。
『
成
城
学
園
五
十
年
』
（
昭
和
四
十
二

年
十
月
十
日
発
行
）
に
よ
れ
ば
、
昭
和
五
年
度
の
第
四
学
年
は
、
「
椎
組
L

「
柏
組
」
「
蔦
組
」
で
あ
り
、
戦
後
直
後
の
昭
和
二
十
年
十
月
の
第

一
学
年
の
名
称
は
「
柏
」
「
松
」
「
楠
」
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
『
柏
』
は
、
学
級
名
称
と
推
測
す
る
所
以
で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
に
は
「
成
城
学
園
初
等
学
校
し
と
あ
る
が
、
『
成
城
学
園
六
十
年
』
（
昭
和
五
十
二
年
十
月
二
十
日
発
行
）
の
「
第
二
次
世
界
大

戦
中
の
学
園
」
の
項
で
は
、
「
成
城
小
学
校
」
の
名
称
は
、
「
尋
常
小
学
校
」
の
「
国
民
学
校
」
へ
の
転
換
に
合
せ
て
、
昭
和
十
六
年
四
月
か
ら

「
成
城
初
等
学
校
」
と
改
称
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
「
ま
へ
が
き
」
に
記
述
さ
れ
た
「
成
城
学
園
初
等
学
校
」
と
記
す
こ

と
と
す
る
。

『
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
の
日
』
は
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
二
月
十
五
日
。
こ
の
日
、
山
下
奉
文
司
令
官
が
英
軍
総
司
令
官
パ

l
シ
パ

ル
中
将
と
会
談
、
降
伏
を
確
認
し
、
同
十
七
日
に
大
本
営
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
島
を
昭
南
島
に
改
称
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

「
僕
達
は
雪
を
ふ
ん
で
祝
賀
行
進
を
し
た
」
と
あ
る
が
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
占
領
を
祝
つ
て
の
「
戦
捷
第
一
次
祝
賀
式
」
は
、

一
一
月
十
八
日
に

全
国
で
開
催
さ
れ
、

日
比
谷
公
園
で
は
、
大
政
翼
賛
会
な
ど
の
主
催
で
祝
賀
国
民
大
会
が
聞
か
れ
、
東
僚
首
相
を
は
じ
め
十
万
人
が
参
加
し
た

（
『
昭
和
二
万
日
の
全
記
録
』
第
六
巻
、
講
談
社
、
平
成
二
・
一
）

0

し
か
し
、
二
月
十
八
日
は
、
東
京
地
方
は
終
日
晴
れ
。
雪
は
降
っ
て
い
な
か
っ
た
。
『
昭
和
』
（
前
出
）
に
よ
れ
ば
、
東
京
で
雪
が
降
っ
た
の

は
、
二
月
十
五
日
午
前
中
。
気
温
は
氷
点
下
一
度
。
た
だ
し
、
午
後
三
時
に
は
曇
り
で
あ
り
、
雪
は
上
が
っ
て
い
た
。

従
っ
て
、
「
成
城
学
園
初
等
学
校
」
四
年
生
が
、
「
雪
を
踏
ん
で
祝
賀
行
進
を
し
た
」
の
は
、
十
五
日
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
当
日
の
十
五
日

に
『
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
』
が
伝
え
ら
れ
、
早
速
、
祝
賀
行
進
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
発
表
か
ら
祝
賀
行
進
ま
で
の
時
聞
を
推

測
す
れ
ば
、
そ
の
祝
賀
行
進
は
、
学
園
で
の
校
庭
か
あ
る
い
は
、
学
園
周
辺
で
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

「
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
香
港
が
落
ち
た
」
と
あ
る
が
、
香
港
島
の
英
国
軍
が
降
伏
し
、
占
領
し
た
の
は
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
二
十
五
日
で

成
城
学
園
初
等
学
校
の
文
集
『
柏
』
に
つ
い
て

_.L. 
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あ
り
、
「
米
英
に
宣
戦
布
告
し
た
の
は
十
一
一
月
八
目
だ
っ
た
」
。

十
二
月
八
日
午
前
七
時
、
ラ
ジ
オ
は
、
臨
時
ニ
ュ
ー
ス
で
対
米
英
開
戦
を
報
道
し
、
国
民
は
、
開
戦
を
知
胃
り
さ
れ
た
。
「
東
篠
さ
ん
の
力
強

い
勇
ま
し
い
言
葉
が
全
国
に
放
送
さ
れ
た
。
僕
達
は
勇
み
立
っ
た
」
と
あ
る
が
、
ラ
ジ
オ
は
、
同
日
午
後
十
二
時
に
、
宣
戦
の
詔
書
と
東
係
首

相
の
「
大
詔
を
拝
し
奉
り
て
」
を
放
送
し
た
。

只
今
宣
戦
の
御
詔
勅
が
換
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。
精
鋭
な
る
帝
国
陸
海
軍
は
今
や
決
死
の
戦
を
行
ひ
つ
〉
あ
り
ま
す
。
私
達
は
光
輝
あ
る
祖

国
の
歴
史
を
汚
さ
な
い
と
共
に
、
更
に
栄
え
あ
る
帝
国
の
建
設
を
め
ざ
し
て
、
今
こ
そ
一
死
報
国
の
決
意
を
固
め
て
、
こ
の
大
国
難
を
突

破
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
少
園
民
新
聞
」
昭
和
十
六
年
十
二
月
九
日
第
一
面
に
掲
載
さ
れ
た
、
「
大
詔
を
拝
し
奉
り
て
」
の
「
大
要
」
で
あ
る
「
詔
勅
を
拝
し
て

首

相
国
民
に
決
心
を
促
す
」
の
前
半
で
あ
る
。
放
送
が
あ
っ
た
八
日
は
月
曜
日
で
あ
り
、
児
童
は
、
学
校
で
こ
の
放
送
を
聞
い
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
学
校
は
、
児
童
に
聞
か
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
わ
が
陸
海
軍
、
米
英
と
開
戦
」
の
号
外
の
響
き
に
明
け
た
八
日
朝
、
帝
都
の
空
は
、
皇
軍
の
首
途
を
祝
ふ
や
う
に
、
く
っ
き
り
と
晴
渡

り
ま
し
た
。
午
前
九
時
、
こ
の
日
の
朝
訓
話
は
、
文
部
次
官
菊
池
豊
三
郎
先
生
で
す
。
宮
城
間
近
の
京
橋
区
泰
明
校
は
、
全
校
の
皆
さ
ん

が
、
拡
声
器
か
ら
洩
れ
る
一
語
も
聞
逃
す
ま
じ
と
、
全
身
を
耳
に
し
て
聞
き
ま
し
た
。

「
少
国
民
の
皆
さ
ん
は
、
寒
さ
に
負
け
ず
に
し
っ
か
り
や
っ
て
下
さ
い
。

日
本
は
、

い
よ
／
＼
ア
メ
リ
カ
と
戦
ひ
を
始
め
ま
し
た
。
う
ん

と
が
ん
ば
り
ま
せ
う
。
」
と
い
う
力
強
い
菊
池
先
生
の
お
言
葉
：
：
：

「
さ
う
だ
。
寒
さ
が
何
だ
。

日
本
は
建
国
以
来
の
大
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
た
の
だ
。

や
ら
う
o
」
と
い
う
健
気
な
覚
悟
は
、
全
校
生
の
輝
く



眼
に
、
き
っ
と
結
ん
だ
口
元
に
、
堅
く
握
り
し
め
た
拳
に
強
く
現
れ
ま
し
た
。
お
話
が
終
る
と
久
保
田
校
長
先
生
を
部
隊
長
に
、
全
員
で

二
重
橋
前
に
行
進
し
て
、
忠
誠
の
真
心
を
こ
め
た
万
歳
を
の
ど
も
裂
け
よ
と
高
唱
し
ま
し
た
。

前
掲
記
事
と
同
じ
「
少
国
民
新
聞
」
の
第
一
面
に
、
皇
居
に
向
か
っ
て
深
々
と
お
辞
儀
を
し
て
い
る
少
年
少
女
の
写
真
と
と
も
に
掲
載
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
「
宮
城
間
近
の
京
橋
区
泰
明
校
」
ゆ
え
に
、

い
わ
ば
動
員
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
成
城
学
園
初
等
学
校
を
始
め
、

国
民
学
校
や
私
立
校
に
も
、
開
戦
当
日
、
開
戦
と
戦
果
を
、
ラ
ジ
オ
に
よ
っ
て
児
童
に
伝
達
す
る
設
定
が
事
前
に
企
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。

「
は
じ
め
に
」
は
、
「
昭
和
十
七
年
一
一
月
二
十
七
日
H
四
年
の
終
り
が
近
づ
い
た
綴
方
の
時
間
に
H
」
の
一
行
で
結
ぼ
れ
る
が
、
こ
の
一
文
の

内
容
は
、
必
ず
し
も
、
明
確
で
は
な
い
。
収
録
さ
れ
た
作
品
が
、
こ
の
時
間
で
綴
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
こ
の
日
以
前
に
作
品
は
出

来
上
が
り
、
当
日
、

い
わ
ば
最
終
稿
と
し
て
孔
版
印
刷
に
出
す
こ
と
に
な
っ
た
の
が
こ
の
日
で
あ
り
、
こ
の
目
、

一
一
月
二
十
七
日
の
「
綴
方
の

時
間
」
に
、
「
は
じ
め
に
」
の
一
文
が
「
全
員
合
作
」
で
出
来
上
が
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

何
れ
に
せ
よ
、
こ
の
文
集
の
性
格
と
し
て
は
、
「
は
じ
め
に
」
の
内
容
に
盛
り
込
ま
れ
た
時
局
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
成
城
学
園
初
等
学

校
第
四
学
年
「
柏
組
」
に
よ
る
「
大
東
亜
戦
争
の
始
ま
っ
た
頃
の
記
録
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

文
集
『
柏
』
収
録
作
品

文
集
『
柏
』
に
収
録
さ
れ
た
の
は
、
次
の
一
二
四
作
品
。
作
者
名
を
イ
ニ
シ
ア
ル
と
し
、
性
別
を
付
記
す
る
。
（

）
内
の
数
字
は
、
開
始
ペ

l

ジ。

成
城
学
園
初
等
学
校
の
文
集
『
柏
』
に
つ
い
て

一」
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・・・・・・・・・・

K

・R

・・・・

N

・K

・・・

S

・T

草
刈l

・・・・・・・・・・・

S

・M

六
四

男
子
（
一
）

女
子
（
四
）

男
子
（
一

O
）

女
子
（
一
四
）

男
子
（
一
八
）

男
子
（
二
二
一
）

男
子
（
二
九
）

男
子
（
一
一
三
一
）

女
子
（
一
二
五
）

男
子
会
一
九
）

女
子
（
四
四
）

男
子
（
四
九
）

男
子
（
五
七
）

女
子
（
六
四
）

男
子
（
六
九
）

男
子
（
七
五
）

女
子
（
八
一
一
）



盲
7て

真

w 
M 

－
－
－
－
－
－
－
－
－

K

・M

家
の
小
犬

甲マコ

K 
H 

N 
y 

，鳥

尚
子
の
病
気

尚
子
の
病
気

風
ひ
き

は
げは

げ
坊
主
が
り

落
し
た
財
布

僕
の
ポ
ケ
ッ
ト

雪
ダ
マ
山

雪
、
ダ
マ
山

マ
－
フ
ソ
ン

操
ち
ゃ
ん

相
撲

H 

M 

－
－
－

K

・K

・・・

K

・K

・・・・・・・・・・・

Y
・
ー

・・・

S

・A

6 
y 

．．．．．．．．．． 
・・

N

・
s

・・・

Y

・Y

－
－
－
－
－
－
－
－
－

w－
T
 

・・・・・・

T

・I

・・・・・・・・・・・

T

・Y

男
子
（
八
七
）

女
子
（
九
二
）

男
子
（
九
七
）

女
子
（
一

O
四）

男
子
（
一

O
八）

男
子
（
一
一
五
）

男
子
（
一
二
一
）

男
子
ご
二
七
）

男
子
（
二
二
七
）

男
子
（
一
四
一
一
）

男
子
（
一
四
八
）

男
子
（
一
五
一
二
）

男
子
（
一
五
八
）

女
子
（
一
六
四
）

男
子
（
一
六
八
）

成
城
学
園
初
等
学
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文
集
『
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ムハムハ

大
山
登
山

－
－
－
－
－
－
－
－
－

K

・K
女
子
（
一
七
二
一
）

花
月
園

i' 
M 

男
子
（
一
七
九
）

「
綴
方
の
時
間
」
に
作
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

ク
ラ
ス
全
員
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
男
子
二
四
名
、

女
子
一

O
名
で
、
三
四
人
学
級
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

部
立
て
は
な
い
が
、
「
お
父
さ
ん
が
ん
ば
れ
」
を
は
じ
め
、

そ
れ
ぞ
れ
始
め
の
作
品
名
を
題
目
と
す
る
六
部
か
ら
成
り
、
色
紙
に
題
目
を
記

し
た
聞
紙
を
入
れ
、
区
分
し
て
い
る
。

ま
た
、
開
始
ペ

l
ジ
か
ら
も
分
か
る
が
、
作
品
の
分
量
に
は
、
は
っ
き
り
し
た
制
限
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
各
自
に
ま
か
さ
れ
て
い
た
と
い

う
事
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
、
適
宜
、
作
品
を
引
用
す
る
が
、
促
音
「
っ
」
の
表
記
は
、
作
品
に
よ
っ
て
、
「
つ
」
で
あ
っ
た
り
「
っ
」
で
あ
っ
た
り
す
る
の
で
、

そ
の
作
品
の
表
記
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
本
稿
で
の
引
用
は
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。

戦
時
下
を
背
景
と
す
る
作
品

戦
時
下
を
内
容
と
す
る
作
品
は
、
「
お
父
さ
ん
が
ん
ば
れ
」
の
部
に
集
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
部
立
て
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
作
品
一
一
作
品
の
う
ち
、
戦
時
下
を
内
容
と
す
る
も
の
は
、
「
お
父
様
の
自
転
車
」
を
除
く
、

一
O
作
品
。

そ
の
理
由
は
、
「
僕
の
お
父
さ
ん
は
、

「
お
父
さ
ん
が
ん
ば
れ
」
〈
K

・M
〉
は
、
「
大
東
亜
戦
争
の
は
じ
ま
っ
た
十
二
月
八
日
を
、
僕
は
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
」
と
は
じ
ま
る
。

ハ
ワ
イ
の
総
領
事
で
ホ
ノ
ル
ル
に
居
る
」
か
ら
だ
。
心
配
で
な
ら
な
い
で
い
る
と
、
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」



が
「
だ
か
ら
あ
し
た
か
ら
毎
朝
明
神
さ
ん
へ
お
ま
ゐ
り
に
い
こ
う
」
と
い
う
。
翌
日
、
九
日
の
朝
か
ら
「
兵
隊
さ
ん
の
武
運
長
久
と
お
父
さ
ん

が
丈
夫
で
ゐ
る
や
う
に
」
と
お
参
り
に
行
き
、
そ
れ
か
ら
毎
日
／
＼
、
お
参
り
を
し
て
い
る
、
と
い
う
作
品
。
作
品
に
は
「
お
母
さ
ん
」
は
登

場
し
な
い
が
、
「
お
父
さ
ん
」
と
一
緒
に
ハ
ワ
イ
に
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ラ
ジ
オ
は
、

ハ
ワ
イ
で
の
「
戦
果
」
を
繰
り
返
し
放
送

し
て
い
る
。

そ
の
ハ
ワ
イ
に
い
る
「
お
父
さ
ん
」
の
安
否
は
、
喜
一
口
う
ま
で
も
無
く
心
配
だ
。
「
お
父
さ
ん
は
ど
う
し
て
ゐ
る
か
な
、
昨
日
は
あ

ん
な
に
ば
く
げ
き
し
た
の
に
大
丈
夫
か
し
ら
」
と
気
が
気
で
は
な
い
。
「
戦
果
し
が
華
々
し
い
こ
と
は
、
「
お
父
さ
ん
」
の
身
に
「
ば
く
、
げ
き
し

た
」
こ
と
に
も
な
る
か
ら
だ
。

「
い
と
こ
の
出
征
」
（
U

・N
）
は
、
二
十
二
歳
の
い
と
こ
が
、
宇
都
宮
の
連
隊
に
入
る
た
め
に
、
お
別
れ
に
や
っ
て
来
た
と
い
う
も
の
。

私
は
栄
照
さ
ん
の
顔
を
見
た
。
も
う
二
三
年
、
も
し
か
す
る
と
あ
へ
な
い
の
だ
と
思
っ
た
。

今
日
は
楽
し
い
ゃ
う
で
も
、
悲
し
い
ゃ
う
で
も
あ
っ
た
。
ご
ち
そ
う
が
と
て
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
ぶ
た
と
す
き
焼
と
お
酒
と
ビ
l
ル

も
あ
る
。
私
は
す
き
焼
を
こ
は
い
た
べ
た
。

入
営
に
持
っ
て
い
く
「
日
の
丸
」

へ
の
寄
せ
書
き
を
し
た
り
、
食
事
を
し
た
と
い
う
も
の
で
、
「
ご
ち
そ
う
が
と
て
も
た
く
さ
ん
」
あ
り
、

「
ぶ
た
と
す
き
焼
と
お
酒
と
ビ
l
ル
」
も
あ
っ
た
。
「
甥
」
の
入
営
に
当
た
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
「
裟
婆
」
と
の
お
別
れ
に
、
出
来
る
限
り
の
豊
か

な
食
事
を
用
意
し
た
、
児
童
の
父
親
の
心
遣
い
で
あ
っ
た
か
。
と
は
い
え
、
こ
の
ご
時
勢
に
、
有
る
所
に
は
有
る
と
い
う
こ
と
か
。
父
親
は
ス

プ
リ
ン
グ
会
社
の
社
長
で
あ
っ
た
。

「
小
父
さ
ん
の
出
征
」
（
W
－

H
）
は
、
題
名
の
よ
う
に
、
小
父
さ
ん
の
出
征
。

成
城
学
園
初
等
学
校
の
文
集
『
柏
』
に
つ
い
て

六
七



」
＼

1

・、
一，／，，

明
小
父
さ
ん
は
お
母
さ
ん
の
弟
で
、
成
城
の
尋
常
科
の
時
、
家
が
山
梨
県
な
の
で
、
家
に
泊
っ
て
ゐ
た
。
成
城
を
出
て
大
学
に
入
っ
て
、

大
学
を
出
て
、
兵
隊
さ
ん
に
な
っ
た
。
は
じ
め
か
ら
中
尉
だ
か
ら
、
僕
は
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
。

そ
の
小
父
さ
ん
は
、
「
お
正
月
に
ま
た
家
に
来
て
、
九
州
の
れ
ん
た
い
に
帰
っ
て
行
っ
た
。

い
よ
／
＼
小
父
さ
ん
は
戦
地
に
行
く
と
、
手
紙

で
わ
か
っ
た
。
」
と
い
う
。
作
品
に
登
場
す
る
家
族
は
、
僕
の
「
お
父
様
」
「
お
母
様
」
「
上
の
お
姉
ち
ゃ
ん
」
と
お
手
伝
い
の
「
ね
え
や
さ
ん
」
。

「
負
傷
し
た
兵
隊
さ
ん
」
（
0

・A
）
、
「
兵
隊
さ
ん
」
（
Y

・Y
）
は
、
共
に
、
祖
師
谷
大
蔵
か
ら
乗
っ
た
電
車
に
、
傷
兵
が
乗
っ
て
い
た
と

い
う
も
の
。

「
負
傷
し
た
兵
隊
さ
ん
」
で
は
、
「
リ
ン
カ
ー
ン
物
語
」
を
読
ん
で
い
た
僕
に
、
兵
隊
さ
ん
は
、
「
学
校
で
そ
ん
な
本
を
よ
ま
せ
る
の
か
い
」

と
話
し
か
け
て
き
た
。
作
者
の
児
童
は
、
兵
隊
さ
ん
の
言
葉
の
中
に
、

ア
メ
リ
カ
と
戦
争
を
し
て
い
る
の
に
と
の
意
図
を
感
じ
取
っ
た
と
い
う

」
と
か
。

「
兵
隊
さ
ん
」
で
は
、
「
白
い
着
物
を
着
た
兵
隊
さ
ん
が
ぞ
ろ
／
＼
、
ホ
ー
ム
に
入
っ
て
来
た
。
見
る
と
皆
肩
に
赤
十
字
を
つ
け
て
ゐ
た
。
普

通
の
軍
服
を
着
た
兵
隊
さ
ん
が
一
人
先
に
た
っ
て
ゐ
た
」
と
い
う
も
の
で
、
傷
兵
の
外
出
と
乗
り
合
い
に
な
り
、
空
い
て
い
る
座
席
の
譲
り
合

い
が
内
容
。

「
兵
隊
さ
ん
さ
よ
な
ら
」
（
S

・E
）
は
、
次
の
一
節
で
は
じ
ま
る
。

八
月
四
日
の
夜
、
家
に
泊
っ
て
ゐ
た
兵
隊
さ
ん
四
人
が
戦
地
に
た
つ
の
で
夜
お
そ
く
ま
で
あ
そ
ん
で
ゐ
ま
し
た
。
夕
方
早
く
兵
隊
さ
ん

達
は
、
お
風
呂
に
入
っ
て
、
早
く
夕
御
飯
を
食
べ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。



夜
中
の
十
二
時
に
な
る
と
、
兵
隊
さ
ん
は
家
を
出
た
。
集
合
場
所
に
は
、
「
大
ぜ
い
の
兵
隊
さ
ん
達
」
が
集
っ
て
き
た
。
近
隣
の
家
々
に
宿

泊
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
レ
キ
シ
ン
ト
ン
」
（
M

・I
）
は
、
「
ふ
と
ん
を
米
国
の
レ
キ
シ
ン
ト
ン
に
し
て
」
枕
を
投
げ
て
遊
ん
で
い
て
、
布
団
を
片
付
け
る
邪
魔
を

し
た
と
、
「
マ
マ
」
に
叱
ら
れ
た
と
い
う
も
の
。
「
悪
い
こ
と
を
す
る
や
つ
に
は
朝
御
飯
を
食
は
し
て
や
ら
ん
で
も
い
h

」
と
「
パ
パ
」
に
も
叱

ア
メ
リ
カ
海
軍
の
航
空
母
艦
。
そ
の
「
レ
キ
シ
ン
ト
ン
」
を
、
枕
爆
弾
で
撃
沈
す
る
遊
び
だ
っ
た
が
、
当

ら
れ
た
。
「
レ
キ
シ
ン
ト
ン
」
は
、

の
「
レ
キ
シ
ン
ト
ン
」
が
珊
瑚
海
海
戦
で
沈
没
す
る
の
は
、
文
集
発
行
日
の
二
月
二
十
七
日
か
ら
七
十
日
後
の
一
九
四
二
年
（
昭
和
十
七
年
）

五
月
八
日
。
勿
論
、
児
童
が
知
る
由
も
な
い
が
、
「
レ
キ
シ
ン
ト
ン
」
は
、
児
童
に
と
っ
て
撃
沈
す
べ
き
航
空
母
艦
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
足
あ
ぶ
り
」
（
K

・T
）
は
、
「
金
属
回
収
」
に
、
湯
た
ん
ぽ
と
針
金
と
僕
の
「
足
あ
ぶ
り
」
と
妹
の
ス
ケ
ー
ト
に
鳥
か
ご
を
出
し
た
。
「
防

護
団
の
人
が
リ
ヤ
カ
ー
に
い
っ
ぱ
い
門
や
鉄
の
お
な
べ
な
ど
を
つ
ん
で
」
行
く
の
を
見
送
っ
た
。
「
僕
の
足
あ
ぶ
り
が
鉄
砲
の
た
ま
に
な
っ
て

敵
の
陣
地
へ
と
ん
で
い
く
や
う
に
な
れ
ば
嬉
し
い
と
思
っ
た
」
。

「
金
属
類
回
収
令
」
は
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
八
月
三
十
日
に
公
布
さ
れ
、
九
月
一
日
に
施
行
。
随
時
、
実
施
さ
れ
、
兵
器
製
作
の

継
続
の
た
め
に
、
家
庭
に
お
け
る
不
要
な
鍋
釜
を
は
じ
め
、
鉄
製
の
門
扉
な
ど
も
回
収
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
寺
院
の
仏
具
や

党
鐘
な
ど
に
も
強
制
譲
渡
令
が
発
動
さ
れ
、
回
収
さ
れ
る
の
は
、
文
集
『
柏
』
か
ら
二
ヵ
月
後
の
昭
和
十
七
年
五
月
で
あ
っ
た
。

「
燈
火
管
制
」
（
D

・H
）
は
、
雨
戸
の
無
い
ガ
ラ
ス
に
、
黒
い
紙
を
貼
る
と
い
う
も
の
。
玄
関
の
窓
に
も
台
所
の
入
口
に
も
貼
っ
た
。

成
城
学
園
初
等
学
校
の
文
集
『
柏
』
に
つ
い
て

六
九



七。

開
戦
第
一
日
の
八
日
夜
か
ら
、
全
国
で
は
敵
機
襲
来
に
備
へ
て
空
の
護
り
を
厳
重
に
固
め
ま
し
た
が
、
九
日
朝
ま
で
遂
に
敵
機
は
一
台

も
姿
を
見
せ
ず
、
午
前
七
時
、
管
制
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
敵
機
が
わ
が
国
土
を
狙
ふ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。
管
制
の
あ

る
な
し
に
拘
ら
ず
、
協
力
一
致
し
て
防
空
に
務
め
ま
せ
う
。

「
少
国
民
新
聞
」
昭
和
十
六
年
十
二
月
十
日
第
二
面
に
掲
載
さ
れ
た
「
偉
い
な
・
管
制
解
除
」
の
記
事
で
あ
る
。
空
襲
を
想
定
し
て
、
各
家

庭
で
は
、
夜
間
、
灯
り
が
外
に
洩
れ
な
い
よ
う
求
め
ら
れ
た
。

「
中
村
屋
の
パ
ン
」
（
M
・
K
）
は
、
日
曜
日
の
午
後
か
ら
「
中
村
屋
」
が
パ
ン
を
売
出
す
の
で
兄
弟
三
人
で
並
ん
で
買
っ
た
と
い
う
も
の
。

「
中
村
屋
の
前
は
も
う
パ
ン
を
買
ふ
人
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
私
達
の
来
た
時
の
倍
ぐ
ら
い
大
ぜ
い
に
な
っ
て
、
長
く
列
を
つ
く
つ
っ
て
ゐ
た
」
。

生
産
と
消
費
と
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
戦
時
下
の
状
況
と
捉
え
、
こ
の
作
品
も
戦
時
下
を
作
品
背
景
と
す
る
も
の
と
し
た
。

以
上
の
作
品
に
は
、
戦
時
下
ゆ
え
の
児
童
の
生
活
環
境
が
背
景
に
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
作
品
中
に
、
戦
時
下
ゆ
え
の
用
語
が
現
れ
る
作
品
が
二
つ
。

一
つ
は
、
飼
い
犬
を
内
容
と
す
る
「
甲
」
（
K
・
H
、
「
真
」
の
部
）
。
犬
の
甲
は
「
大
東
亜
戦
争
の
あ
る
こ
と
も
知
ら
な
い
甲
は
い
つ
も
御

飯
を
や
れ
ば
き
げ
ん
が
よ
い
」
の
一
節
が
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
髪
の
毛
を
三
分
刈
り
に
し
た
内
容
の
「
坊
主
刈
り
」
（
S
・
A
、
「
は
げ
」
の
部
）
。
坊
主
刈
り
に
し
た
翌
日
、
学
校
へ
行
く

と
級
友
が
、
「
出
せ
い
兵
士
み
た
い
だ
ね
」
と
い
う
。
こ
の
学
園
で
は
、
坊
主
刈
り
は
、
「
兵
士
」
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。



四

日
常
生
活
を
背
景
と
す
る
作
品

「
お
父
様
の
自
転
車
」
（
T

・S
）
は
、
将
に
「
お
父
さ
ん
が
ん
ば
れ
」
の
部
に
入
る
作
品
。
「
お
父
様
」
が
、
補
助
車
の
つ
い
た
自
転
車
を

買
っ
て
き
て
練
習
を
始
め
た
。
乗
れ
る
ま
で
に
ひ
と
月
も
か
か
っ
た
と
い
う
内
容
。
自
転
車
の
普
及
状
態
か
ら
は
、
大
人
が
補
助
輪
の
つ
い
た

自
転
車
で
練
習
す
る
こ
と
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。

「
薬
ビ
ン
」
（
N
・N
）
は
、
児
童
が
自
転
車
に
乗
る
内
容
。
姉
の
薬
を
薬
局
に
取
り
に
行
く
た
め
に
、
自
転
車
で
出
掛
け
、
帰
り
が
け
に
白

転
車
に
乗
ろ
う
と
し
て
、
ビ
ン
に
入
っ
た
水
薬
を
落
し
て
割
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
も
の
。

「
か
さ
を
お
父
さ
ん
へ
」
（
H

・A
）
は
、
成
城
学
園
初
等
科
の
先
生
で
あ
る
「
お
父
さ
ん
」
に
、
雪
が
降
り
出
し
た
の
で
傘
を
届
け
る
と
い

う
も
の
。
届
け
た
も
の
の
、
「
お
父
さ
ん
」
は
、
雪
ま
み
れ
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
た
。

「
お
父
さ
ん
の
長
靴
」
（
K

・R
）
も
、
一
富
が
内
容
。
雪
の
降
っ
た
翌
日
、
会
社
に
行
く
お
父
さ
ん
が
駅
ま
で
長
靴
で
行
き
た
い
と
い
う
の
で
、

学
校
が
休
み
だ
か
ら
駅
ま
で
一
緒
に
行
き
、
帰
り
に
長
靴
を
持
っ
て
帰
る
と
い
う
も
の
。
「
親
孝
行
を
し
た
の
で
う
れ
し
く
て
し
か
た
が
な
か

っ
た
」
と
作
者
。

「
お
べ
ん
た
う
」
（
S

・T
）
は
、
兄
が
忘
れ
た
弁
当
を
い
や
い
や
な
が
ら
届
け
る
話
。
途
中
の
駅
で
、
兄
の
友
人
に
出
会
い
、
弁
当
を
託
し

た。
「
ね
こ
す
て
」
（
N
－

K
）
は
、
金
魚
を
取
っ
て
食
べ
て
し
ま
っ
た
飼
い
猫
を
捨
て
に
行
く
内
容
。
か
わ
い
そ
う
だ
が
、
仕
方
が
無
か
っ
た
。

「
今
で
も
ね
こ
の
事
を
思
ひ
出
す
」
と
結
ぶ
。

「
草
刈
」
（
S

・M
）
は
、

日
曜
日
に
、
「
お
父
様
」
の
お
手
伝
い
を
し
て
庭
の
草
を
刈
っ
た
と
い
う
も
の
。

以
上
、
「
薬
ビ
ン
」
の
部
は
、
児
童
が
、
何
ら
か
の
お
手
伝
い
を
し
た
こ
と
が
内
容
。
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七

「
真
」
（
W
－

M
）
の
「
真
L

は
、
飼
い
犬
の
名
前
。
寒
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
家
の
中
に
「
真
」
を
人
れ
、
頭
に
布
を
か
け
る
と
振
り
落
と

し
た
く
て
、
身
体
を
震
わ
せ
た
り
捻
っ
た
り
で
面
白
か
っ
た
。

「
家
の
小
犬
」
（
K

・M
）
は
、
家
の
犬
が
生
ん
だ
で
小
犬
可
愛
く
、
「
学
校
か
ら
帰
る
時
に
な
る
と
、
早
く
帰
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
に
あ
ひ
た
い

と
思
っ
て
、
き
っ
と
急
ぎ
足
に
な
る
の
で
す
」
と
い
う
も
の
。

「甲
L

（
K
－

H
）
は
、
迷
い
犬
を
飼
い
犬
に
し
た
名
前
。
学
校
へ
も
つ
い
て
来
て
し
ま
う
し
、
凧
揚
げ
に
も
来
た
が
、

い
つ
の
間
に
か
い
な

く
な
っ
て
い
た
。
「
甲
」
は
先
に
帰
っ
て
い
た
。
「
甲
は
す
っ
か
り
僕
と
仲
よ
し
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
が
、
「
大
東
亜
戦
争
の
あ
る
こ
と
も
な

に
も
知
ら
な
い
甲
は
、

い
つ
も
御
飯
を
や
れ
ば
き
げ
ん
が
よ
い
」
o

「
マ
コ
」
（
N

・Y
）
は
、
家
の
飼
い
犬
の
マ
ル
に
生
れ
た
子
犬
の
名
前
。
貰
わ
れ
て
い
っ
た
が
、

い
た
ず
ら
を
し
た
り
吠
え
続
け
た
り
す
る

の
で
、
手
を
焼
い
た
貰
い
主
が
返
し
て
き
た
。
「
お
父
様
が
朝
二
匹
お
さ
ん
ぼ
に
つ
れ
て
行
っ
て
ゐ
る
ん
だ
け
ど
、
お
父
様
は
こ
ろ
ん
で
ば
か

し
ゐ
る
し
。

「
小
鳥
」
（
H

・M
）
は
、
家
の
中
に
舞
い
込
ん
だ
小
鳥
を
、
火
鉢
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
畳
を
こ
が
し
た
り
、
苦
労
し
て
つ
か
ま
え
た
。
よ
く

見
る
と
小
鳥
の
口
ば
し
が
折
れ
て
い
た
。

以
上
、
「
真
」
の
部
は
、
飼
い
犬
と
児
童
と
の
心
の
交
流
が
内
容
。

「
尚
子
の
病
気
」
（
K
－

K
）
は
、
妹
の
尚
子
が
病
気
に
な
っ
た
が
、
な
か
な
か
治
ら
な
い
の
で
、
お
ま
じ
な
い
を
し
た
と
い
う
も
の
。

「
風
ひ
き
」
（
K
－

K
）
は
、
お
じ
さ
ん
が
ひ
い
た
風
邪
が
家
族
に
う
つ
っ
て
、
妹
に
も
「
ね
え
や
」
に
も
、
お
母
さ
ん
に
も
僕
に
も
う
つ
つ

た
。
ひ
い
て
い
な
い
の
は
お
父
さ
ん
だ
け
に
な
っ
た
。

以
上
、
「
尚
子
の
病
気
し
の
部
は
、
二
作
品
で
あ
る
が
、
見
出
し
の
よ
う
に
家
族
の
病
気
が
内
容
。



「
は
げ
」
（
Y

・I
）
は
、
頭
の
毛
の
一
部
が
な
く
な
っ
て
、
友
達
に
も
か
ら
か
わ
れ
、
恥
か
し
か
っ
た
。
お
父
さ
ん
に
、
医
者
に
い
っ
て

「
太
陽
と
う
」
を
頭
に
か
け
る
よ
う
に
い
わ
れ
、
行
っ
て
き
た
。
塗
り
薬
も
も
ら
っ
た
。

で
も
、
「
ご
は
ん
の
時
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
い
つ

も
気
に
し
て
こ
っ
ち
を
向
い
て
、
は
げ
ば
か
り
見
る
の
で
い
や
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
結
ぶ
。

「
坊
主
が
り
」
（
S

・A
）
は
、
髪
の
毛
を
三
分
刈
り
に
し
た
が
、
お
母
さ
ん
も
姉
さ
ん
も
か
ら
か
い
、
同
級
生
も
「
お
は
？
っ
」
と
か
ら
か

う
か
と
思
う
と
、
気
が
重
か
っ
た
。
学
校
に
行
っ
て
見
る
と
、
友
達
は
「
出
せ
い
兵
士
み
た
い
だ
ね
」
と
い
い
、
「
お
は
つ
う
」
と
さ
れ
る
の

だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
た
が
、
先
生
が
「
お
は
？
っ
と
言
っ
て
た
h

く
の
は
止
め
ま
せ
う
」
と
い
っ
て
く
れ
た
の
で
「
安
心
し
た
」
。

「
落
し
た
財
布
」
（
0

・Y
）
は
、
遠
足
に
行
っ
た
途
中
で
財
布
を
落
し
て
し
ま
い
、
帰
り
の
切
符
は
先
生
が
出
し
て
く
れ
た
が
、
お
土
産
が

買
え
な
く
て
残
念
だ
っ
た
と
い
う
も
の
。

「
僕
の
ポ
ケ
ッ
ト
」
（
N

・S
）
は
、
机
の
上
に
自
分
の
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
の
も
の
を
出
し
て
、
何
が
入
っ
て
い
た
か
を
話
す
こ
と
に
な
っ
た
。

僕
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
は
、
「
ハ
ン
ケ
チ
」
「
ち
り
紙
」
「
ひ
も
」
「
あ
め
の
か
み
」
「
写
真
め
ん
」
「
上
着
の
ぼ
た
ん
」
「
手
帳
二
冊
」
「
身
分
証
明
書
」

が
入
っ
て
い
た
。
先
生
が
、
「
い
ら
な
い
も
の
は
な
る
べ
く
も
っ
て
来
な
い
や
う
に
注
意
を
し
て
下
さ
い
」
と
言
っ
た
。

以
上
、
「
は
げ
」
の
部
は
、
学
校
生
活
が
内
容
。

「
雪
ダ
マ
山
」
（
Y

・Y
）
は
、
雪
が
降
っ
た
の
で
、
雪
合
戦
を
し
た
り
、
雪
だ
る
ま
を
作
っ
た
。
雪
だ
る
ま
を
転
が
す
時
「
つ
っ
ぱ
り
の
練

習
だ
」
と
い
っ
た
ら
、
「
雪
ダ
マ
山
」
と
の
取
り
組
み
だ
と
友
達
が
は
や
し
た
。

「
マ
ラ
ソ
ン
」
（
W

・T
）
は
、
体
操
の
時
間
に
、
先
生
が
ど
ん
ど
ん
学
校
の
外
に
走
り
出
て
、

や
が
て
止
ま
る
と
「
こ
こ
か
ら
学
校
の
砂
場

ま
で
駆
け
て
行
っ
て
、
早
い
順
に
並
ん
で
ゐ
な
さ
い
」
と
い
っ
た
。
「
僕
は
ビ
リ
か
ら
か
ぞ
へ
た
方
が
早
か
っ
た
」
。

「
操
ち
ゃ
ん
」
（
T

・I
）
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
「
操
ち
ゃ
ん
」
が
、
そ
れ
ま
で
笑
っ
て
い
た
あ
や
し
に
も
笑
わ
な
く
な
っ
て
、
成
長
を
示
し
て

き
た
と
い
う
も
の
。
そ
ん
な
「
操
ち
ゃ
ん
が
か
は
い
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
元
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七
四

「
相
撲
」
（
T

・Y
）
は
、
「
こ
の
前
の
日
曜
日
に
僕
は
マ
マ
と
兄
さ
ん
と
弟
と
し
ん
る
い
の
人
で
す
ま
ふ
を
見
に
行
っ
た
」
に
始
ま
る
。
「
パ

パ
も
行
く
は
ず
だ
っ
た
が
、
用
事
が
あ
っ
た
か
ら
」
来
な
か
っ
た
と
い
う
。
千
秋
楽
で
、
結
び
は
、
双
葉
山
と
男
女
の
川
で
、
「
双
葉
山
は
も

う
れ
つ
に
よ
っ
た
。
そ
れ
を
男
女
の
川
が
よ
け
て
ゐ
た
ら
と
う
／
＼
よ
け
き
れ
な
く
な
っ
て
土
俵
の
下
に
滑
り
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
し
て

よ
り
倒
し
て
双
葉
山
の
勝
だ
っ
た
」
。
取
り
組
み
を
詳
し
く
記
し
、
晶
買
力
士
も
い
る
と
い
う
相
撲
通
だ
。
取
り
組
み
か
ら
は
、
昭
和
十
七
年

の
春
場
所
で
一
月
二
十
五
日
が
千
秋
楽
。
双
葉
山
が
優
勝
し
、
敗
れ
た
男
女
の
川
は
、
そ
の
一
番
を
最
期
に
引
退
と
な
っ
た
。

「
大
山
登
山
」
（
K

・K
）
は
、

い
と
こ
達
が
来
た
の
で
、
「
お
父
様
」
が
大
山
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。
階
段
を
登
り
、

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

に
乗
っ
て
登
山
し
た
。
帰
っ
て
く
る
と
「
あ
ま
り
つ
か
れ
て
ゐ
た
の
で
い
そ
い
で
ね
た
」
。

「
花
月
園
」
（
T

・M
）
は
、
十
月
十
一
日
に
花
月
園
に
行
っ
た
こ
と
が
内
容
。
花
月
園
か
ら
の
帰
り
、
蒲
田
で
行
列
が
あ
っ
た
の
で
聞
く
と
、

ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
買
ふ
行
列
だ
っ
た
。
袋
に
は
キ
ャ
ラ
メ
ル
と
ビ
ス
ケ
ッ
ト
が
入
っ
て
い
た
。

以
上
、
「
雪
ダ
マ
山
」
の
部
は
、
雪
遊
び
に
マ
ラ
ソ
ン
に
と
身
体
を
動
か
す
鍛
錬
だ
。
相
撲
見
物
、
大
山
登
山
と
花
月
園
は
、
休
日
の
レ
ク

レ
l
シ
ョ
ン
だ
。
戦
時
下
で
あ
っ
て
も
、
楽
し
い
こ
と
は
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

五

結
び

こ
の
文
集
は
、
「
大
東
亜
戦
争
の
始
ま
っ
た
頃
の
記
録
」
と
し
て
編
ま
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
「
大
東
亜
戦
争
の
始
ま
っ
た
頃
」
の
内
容
が
予
想

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
作
品
題
名
か
ら
、
明
ら
か
に
戦
時
下
に
思
い
至
る
作
品
名
は
、
七
作
品
に
す
ぎ
な
い
。
内
容
か
ら
も
、
戦
時
下
を

内
容
と
す
る
も
の
は
一

O
作
品
で
あ
り
、
「
大
東
亜
戦
争
」
と
い
う
用
語
を
も
っ
作
品
を
合
せ
て
も
一
二
作
品
で
あ
っ
た
。
一
二
四
作
品
中
二
一

作
品
で
あ
り
、
約
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
。

「
大
東
亜
戦
争
」
の
開
戦
か
ら
約
二
一
ヶ
月
後
の
刊
行
と
い
う
時
期
か
ら
見
た
と
き
、
戦
時
下
の
様
相
が
、
収
録
作
品
の
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
に



現
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
か
、
少
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
作
品
集
の
意
図
を
測
る
こ
と
に
も
な
る
。

児
童
と
戦
時
下
、
つ
ま
り
児
童
と
軍
人
・
軍
隊
と
の
関
係
、
児
童
の
父
や
兄
が
軍
隊
に
い
る
か
ど
う
か
と
い
え
ば
、
軍
人
と
し
て
登
場
す
る

の
は
、
「
小
父
さ
ん
」
と
「
い
と
こ
」
の
二
人
だ
け
で
あ
り
、
た
だ
一
つ
、
「
総
領
事
」
と
し
て
父
が
ハ
ワ
イ
に
い
る
と
い
う
作
品
の
み
が
、
児

童
と
直
接
関
係
の
あ
る
戦
時
下
で
あ
っ
た
。

一
ク
ラ
ス
三
四
名
の
児
童
の
作
品
す
べ
て
に
家
族
が
描
か
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
家
族
が
登
場
す
る
作
品
に
は
、
父
親
や
兄
に
、
軍
人
は

一
人
も
い
な
い
。
単
に
、
父
や
兄
が
召
集
か
ら
外
れ
て
い
た
年
齢
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

内
容
か
ら
は
、
「
大
東
亜
戦
争
」
の
表
現
が
見
ら
れ
る
の
は
、
二
作
品
（
「
お
父
さ
ん
が
ん
ば
れ
」
「
甲
」
）

で
あ
り
、
神
社
を
参
拝
し
「
武
運

長
久
」
を
祈
願
す
る
の
は
一
作
品
（
「
お
父
さ
ん
が
ん
ば
れ
」
）
に
す
ぎ
な
い
。

「
天
皇
陛
下
の
た
め
に
忠
義
を
つ
く
す
事
」
と
の
一
節
が
「
い
と
こ
の
出
征
」
に
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
表
現
は
、
「
い
と
こ
」
の
出
征
へ
の
は

な
む
け
の
言
葉
で
あ
り
、
作
者
の
兄
で
あ
り
、
出
征
す
る
「
い
と
こ
」
の
、
年
上
の
「
い
と
こ
」
か
ら
の
「
楽
し
い
食
事
を
た
ベ
て
ゐ
る
」
時

の
言
葉
で
あ
る
。

作
品
中
の
時
聞
は
、
昭
和
十
六
年
の
八
月
四
日
（
「
兵
隊
さ
ん
さ
よ
な
ら
」
）
、
十
月
十
一
日
（
「
花
月
園
」
）
十
二
月
八
日
（
「
お
父
さ
ん
が
ん

ば
れ
」
）
、
十
七
年
の
一
月
二
十
五
日
（
「
相
撲
」
）

で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
も
、
統
一
的
な
テ
l
マ
に
よ
る
児
童
へ
の
指
示
の
無
か
っ
た
こ
と
を

推
測
さ
せ
る
。

つ
ま
り
、
開
戦
後
三
ヶ
月
と
い
う
時
間
で
編
集
さ
れ
た
文
集
で
あ
る
の
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
時
下
色
が
濃
く
な
い
と
い
え
る
。

こ
の
こ
と
は
、
編
集
に
際
し
、
戦
時
下
を
内
容
と
す
る
こ
と
の
指
示
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
児
童
に
ま
か

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

文
集
の
性
格
を
記
述
し
た
「
ま
へ
が
き
」
の
署
名
は
、
「
全
員
合
作
」
で
あ
り
、
児
童
に
よ
る
児
童
の
た
め
の
文
集
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
た
。
奥
付
も
無
く
、
学
級
担
任
の
明
記
も
な
く
、
発
行
所
の
記
載
も
無
い
こ
と
が
、
こ
の
文
集
が
、
児
童
に
よ
る
児
童
の
た
め
の
文
集
で
あ

成
城
学
園
初
等
学
校
の
文
集
『
柏
』
に
つ
い
て

七
五



七
六

る
こ
と
を
示
す
こ
と
と
な
っ
た
。

文
集
『
柏
』
は
成
城
学
園
初
等
学
校
第
四
学
年
「
柏
組
」
の
、
家
庭
と
学
校
の
、
「
大
東
亜
戦
争
の
始
ま
っ
た
頃
の
記
録
」
で
あ
り
、
時
局

柄
で
あ
る
「
大
東
亜
戦
争
」
開
戦
へ
の
高
揚
感
も
な
く
、
戦
時
下
色
の
少
な
い
、

日
常
生
活
に
取
材
し
た
作
品
集
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

（二

O
一0
・
－
一
八
）


